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最大値を取り、その後０に漸近する。
5 ｒ＝ａ０／Ｚで最大値をとる。つまり原子の半径はＺが増えると、短くなる。

問題２ 1 （１，０，０）　（２，１，１），（２，１，０），（２，１，－１），（２，０，０）
（３，２，２），（３，２，１），（３，２，０），（３，２，－１），（３，２，－２），
（３，１，１），（３，１，０），（３，１，－１），（３，０，０）

2 ｓ軌道：ｌ＝０、　ｐ軌道：ｌ＝１、　ｄ軌道：ｌ＝２
問題３ 1 Ａｒ（１ｓ）２（２ｓ）２（２ｐ）６（３ｓ）２（３ｐ）６

2 Ｋ殻：２個、　Ｌ殻：８個、　Ｍ殻：８個
また、Ｋ殻が（１ｓ）にＬ核が（２ｓ）と（２ｐ）にＭ核が(３ｓ)と(３ｐ)に対応する。

3 原子の外側に分布する電子は、内側に分布する電子に比べて、有効核電荷が小さいから。
問題４ 1

                                                                                                                                                 
                                                                                                                                               

                                                                                                                                                 

          2pxu                    2p xg                                      2p yu                                2p yg
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2 2pzg<2pxg=2pyg<2pxu=2pyu<2pzu

3 Ｂ　結合性軌道では、２つの原子軌道を足し合わせた形になるのから。
4 結合次数がＮ２で３、Ｏ２で２、Ｆ２で１であることから、化学結合の強さは、Ｎ２＞Ｏ２＞Ｆ２となる。

問題５ 地球の表面温度は、約３００Ｋなので黒体放射によって赤外光という形で、エネルギーを宇宙に
放出する。このとき運動の自由度が高い二酸化炭素は赤外光を吸収し分子運動のエネルギー
となるので地球の温度が上昇する現象。

問題６ 1 放射性同位体が放射線を放出して崩壊し、濃度が半分になる時間。
2 粒子の運動にともなって発せられる波動。
3 ２個の原子軌道の線形結合によって、２個の分子軌道ができるということ。

問題５ プリント１０
問題６ 1 プリント３

2 プリント１１
3 プリント２８

記述問題は、授業プリントを参考にしてください。　　　　　　


